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1 0~14 0.1 5.3 8.30 20.90 41.81 20.12 17.17 CL
2 14~33 0.2 3.0 3.93  24.79 54.48 11.14 9.59 SL
3 33~ 0.1 1.7 1.05 24.88 54.57 10.60 9.95 SL
" EEHE 4S£EE BEHE B 8 ¥ M K H# ILE=X
g g % % % %

1 88.6 140.7 87. 4 35.3 53.5 11.4 64.7
2 79.0 145.7 105. 3 38.6 40. 4 21.0 61.4
3 79.0 155.9 120. 3 43.4 35.6 21.0 56.6
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pH T—-C T-—N CEC @BmtiEme B & it

= e frE L7
2 V5

(H, 0) % % me Ca Mg K % mg

1 6.25 4.8 030 161 233 62 16 0.5 356 3.8
2 630 228 012 190 13.2 21 0.8 0.2 235 4.4
3 650 0.61 0.04 153 83 09 0.4 02 181 9.6
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S$i0, Fe;05 | M ®A30T 404 0°C g B
mg % HF K mg mg mg mg mg

48.3 1.24 1479 11.61 4.07  11.65 7. 54 7. 58

67. 0 1.22 1200 - - — — -

59. 2 1.16 703 - - - - —
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7 3% 3 323 228  43.1 417  53.6 502 333  20.7 82.0
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7 0 3% 371 3.64 2.09 1.08 1.20 0. 57 1.12
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10% 0 3 0.433  1.457 1.644 2.545 0.308 0.518 2481
10 3% 3  0.146 0.258 0.303 0.273  0.071 0.132  0.329
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稲・麦わら施用水田の土壌肥料的研究

第1報　稲わら施用水田の施肥窒素の吸収利用について

茂木惣治・鶴野慶吉

　　　　　　　1　緒　言

　水稲裁培における機械化の進歩は目ざましく

田植機の開発，普及から十数年も経過した現在

では，本県の水田面積の約90％は田植作業を機

械に依存するようになった．さらに収穫作業は

バインダーから，自脱型コンバイン利用に移行

し，生産される稲わらは他目的に利用される場

合や土壌条件で排水不良等の例を除くと，全量

が収穫時に施用されているのが一般的である．

　水田への稲わら施用に関する土壌肥料的な側

面からの調査研究は，全国各地で行われた．そ

して，地域性，土壌型，栽培様式との関連や施

用時期及び方法，施用時の対策面から詳細に論

　　　　　6，20）

じられている．

　その中で稲わら施用上からみて水稲に対する

障害もしくは負要因として指摘されている項目

は，大別すると次の三項目である．

　一つは土壌の還元化の助長による根への障害，

二つ目は新鮮有機物を施用することによる，微

生物と水稲の窒素養分に対する競合（窒素飢餓

現象），三つ目は前者とも関連して，水稲後期

における窒素の無機化に伴う生育の不安定化等

が指摘され，それぞれの問題に土壌肥料的な対

応がなされてきた．さらに，最近の地力問題を

めぐる論議の中で，粗大有機物としてのわら類

の作物生産に与える影響についての研究も活発

に行われている現状である．

　稲わら施用条件下での水稲の生育と収量に及

ぽす影響について概観すると，寒地においては

　　　3）

負の効果，西南暖地では秋まさり型の正の効果

　　　　　　　　2，18〜19）　　　　　　　15）

として論じられている．　さらに，関矢ら　に

よって施肥窒素と土壌窒素からの水稲による窒

素吸収状況を追求した研究が行われ，寒地での

稲わら施用の影響は施肥窒素の利用率が低くな

り，むしろ土壌窒素の発現を多くすること，暖

　　　　18〜19〉　　2）

地では吉沢　，井手　によれば，ほ場で生産さ

れる量では排水不良田と早期栽培を除くと，緩

効的窒素肥料のような働きをして後期の水稲生

育が良好となり，窒素吸収量も多くなると報告

している．

　数年来，水稲をとりまく社会経済条件が急激

に変化するなかでも，水稲専作農家群あるいは

経営の中で稲作の比重が高い農家群では高品質

の良質米を多収しようとする気運が盛んで，稲

わら連用条件下で種々の施肥法が行われている

現状である．

　筆者らは稲・麦わら施用水田について土壌肥

料的な側面から検討を続けているが，今回は収

穫された稲わら全量が連用されて来たほ場条

件下で，窒素の施肥時期及び量によって水稲に

どのように吸収利用されるかを標識窒素を用い

て検討し，若干の知見を得たので報告する．

　　　　　II試験方法

　1．　ほ場条件

　供試ほ場は大田原市今泉の岡本泰氏のほ場で

あり，野須野ヶ原のほぽ中央部に位置し，土壌

は火山灰が再たい積した表層腐植質多湿黒ボク

土で，土壌統は鹿畑統に属する．土壌の理化学

的性質は第1，2表に示したように，表土は火山

灰の影響をうけてリン酸吸収係数が大であるが

次層以下は砂質となり，火山灰の混入は少なく

なっている．有効態リン酸はリン酸肥料の増施

が行われていることを反映して作土では多い．
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